
（工学部・工学研究科） 
 

2025 度に他奨学金について受給決定の者ならびに申請中（直接応募含む）の者は推薦対象外です。 
総長特別奨学生でも応募は可能ですが、採用された場合は受給期間中の授業料免除申請はできません。 
 

公益財団法人橋谷奨学会２０２５年度奨学生の募集 

  2024.12.6   

１ 応募資格・・・以下のすべてに該当すること 

① インドネシア共和国籍で、2025 年４月 1 日現在、工学部・工学研究科に在籍の私費外国人留学生 

（在留資格「留学」） 

② インドネシア共和国大使館に来日の報告をしている者 （領事館のみの届出は不可） 

③ 年 2 回のオンライン交流会、年 1 回の懇親会に参加できる者 

④ 奨学金受給終了後も財団と連絡がとれる者 

⑤ 他の奨学金の支給を受けない者 

⑥ 日本語でのコミュニケーションが可能な者（JLPT N２相当） 

Japanese ability epuivalent to JLPT N2 level is required to apply. 
 
２ 支給額及び支給期間 

  月額：１１万円  

支給期間：支給開始月～当該在籍課程を標準年限で卒業・修了するまで  年度末毎に継続のための審査あり 

 

３ 提出書類 

① 申請書（所定用紙） ② 履歴・身上書（所定用紙） 

※ 経済状況の収支は 2024 年 12 月現在で正確に記入し、またバランスを意図的に取らないこと。 

※ ①、②、については、大学からの推薦が決まった場合、財団指定の原本に再度記入していただくこととなります。 

 

③ 在学証明書または合格通知書 ④ 成績証明書 （学部以降、直近のものまで） 

※ 別添の成績評価係数算出方法を参照の

上、算出した値を鉛筆書きで記入すること。 

⑤ 作文 「日本留学にかける私の期待と決意」 

※ Ａ４用紙縦型・横書き・１０００字以内・日本語自筆 

※ 1 行目に課題、2 行目に学校名、3 行に氏名を記入 

⑥ 写真 2 枚 （５ｘ４ｃｍ） 

※ 申請書に貼付は不要、半年以内に撮影したもの 

※ 推薦が決まったら提出 

⑦ 在留カードの写し（両面）または住民票の写し  

⑧ 日本語能力試験（N2 以上）を証明する証書の写し 

（取得者のみ） 

⑨ 健康診断証明書（半年以内に受診したもの） 

※ 学内健診の場合、「定期健康診断結果報告書」

は不可。必ず「健康診断証明書」を提出。 

※ 推薦が決まったら提出 

 

 

４ 推薦枠： 工学部・工学研究科で 1 名 

５ 申請書類の提出先： 工学部・工学研究科教務課国際交流係 

６ 締切： 2025 年 １月 7 日 （火)  

⑩ 経済状況調書 （2025 年１月現在で作成）      

⑪ 民間奨学金申請時の心得 （所定用紙）  

⑫ 身上調書 （所定用紙、2024 年 10 月以降に提出済の場合は不要） 

⑬ 家計状況申告書（所定用紙、2024 年 10 月以降に提出済の場合は不要） 

⑭ 推薦書 （指導教員が作成、推薦が決まったら提出） 

















 
 

*2024年10月以降に提出したことがある場合は提出不要です。 

私費外国人留学生身上調書 

１．身分・名前等 

  身  分 学部     年           学部研究生  

ＭＣ  年    ＤＣ   年   大学院研究生 

 学籍番号  

  学科名 

  専攻名 

  指導 

 教員 

  研究室 

  ＴＥＬ 

 

  氏  名 
 

  （漢字                        ） 

    既婚・未婚 

  生年月日             年  月  日生 

                   （年齢    才） 

  国 籍  

  東北大学 
  入学前の 
  在籍大学 

     

                           年  月 卒業・修了 

 

  東北大学 

  での異動 

 (新しい順番に) 

 在籍身分     在籍期間 

            年   月 ～ 現在 

              年   月 ～    年     月 

              年   月 ～    年     月 

   住 居 

   （○で囲む） 

ユニバーシティ・ハウス青葉山        国際交流会館三条第一会館 

ユニバーシティ・ハウス三条（Ⅱ・Ⅲ）    国際交流会館三条第二会館 

ユニバーシティ・ハウス片平         ユニバーシティ・ハウス長町 

国際交流会館東仙台会館 

県・市営住宅・民間アパート（住所                                         ） 

                              
２．家族状況 （母国の家族情報を含むこと。） 

*配偶者が学生の場合、在籍学校名・所属学部研究科・学年を記入する 

氏  名  続柄  年齢 同/別居 

 

職業 勤務先または学校名 

 父     

 母     

      

      

      

      

      

* 
 
 
 



*2024年10月以降に提出したことがある場合は提出不要です。

　学部　　年 　学部研究生

　ＭＣ　　年  ＤＣ　　年  大学院研究生

氏　名

特記事項（経済状況について特に強調したいことがあれば記入してください）

家計状況申告書

在　籍 学籍番号

奨学金受給状況
＊これまでに奨学金をもらったことがありますか？　　　有り　・　無し　（○で囲む）

＊有る場合は、以下に記入してください。

もらっていた期間 月額・年額（○で囲む） 奨学金の名称

　　　　　年　　　月　～　　　　　年　　　月 月額・年額　　　　　　　　　　　円

　　　　　年　　　月　～　　　　　年　　　月 月額・年額　　　　　　　　　　　円

*この2年間で申請して不採用だった奨学金名と申請した年を記入して下さい。 （例：2023年　〇〇奨学金）

　　　　　　　　　

授業料免除の状況（研究生の期間を除く）
＊該当箇所を○で囲む

後期 全額免除 半額免除 1/3免除 申請中 申請したが不許可だった

前期 全額免除 半額免除 1/3免除 - 申請したが不許可だった

後期 全額免除 半額免除 1/3免除 - 申請したが不許可だった

前期 全額免除 半額免除 1/3免除 - 申請したが不許可だった

2024

2023

家計状況
＊2023年4月から2024年3月までのあなたの家計状況について、1ケ月を平均して記入してください。

＊2023年10月入学の場合は2023年10月から2024年3月までについて記入してください。

　自己資金（預金） 円 　授業料 円

　仕送り 円 　住居費 円

　奨学金 円 　生活費 円

　その他（　　　　　　　　　　　　） 円 　その他（　　　　　　　　　　　　　） 円

合　　　計 円 合　　　計 円

収　　　　　　　　入 支　　　　　　　　出



※本紙を申請書類一式に添えて提出してください。 

 －奨学金申請時の心得について－ 

東北大学 教育・学生支援部 留学生課 国際教育係 

2024.07.01 

1. 申請の前に 

・応募条件や申請書の書き方など、分からないことがあった場合は所属部局の奨学金担当係に問い合わせてく

ださい。個人で財団へ直接問い合わせはしないこと。 

 ・総長特別奨学生や授業料も支給される奨学金に採用された場合など、支給期間中の授業料免除申請が出

来ない場合があります。必ず予め所属部局の奨学金担当係に確認してください。 

 

2. 申請前チェックリスト 

 

手書き・電子共通 

□ 申請資格、採用後の義務（認定式、交流会、定期課題等）を確認したか。 

□ 申請書類がすべて揃っているか改めて確認したか。 

□ 併給不可の他の奨学金を受給又は申請していないか。 

□ 面接がある場合、必ず出席できるように予め交通費、場所、日時等を確認したか。 

□ 学部・研究科名等は省略せず、正式名称で記載したか。 

□ 財団が指示する記入上の注意や指定の書き方に沿った書き方をしたか。 

□ 記述する項目は記入欄の 7 割以上は記入したか。 

□ 記入することが無い欄は空欄とせず「0」（ゼロ）や「なし」と記入したか。 

 

手書きの場合 

□ 黒のボールペンで記入したか。※フリクション不可 

□ 記入した申請書類は第三者が見て判読可能な文字であるか。 

□ 修正液（テープ）は使用していないか。※訂正の場合は訂正印を押す又は新たな用紙に書き直すこと 

 

申請書類に不備があった場合、学内選考において、低評価となる場合があります。提出前に必ず再度確認し、

下記に記名の上、本紙を申請書類一式に添えて提出してください（データ提出可）。 

 

学籍番号： 

氏   名： 

 

※ 大学を通さず直接応募または継続受給の申請等を行う場合は、必ず前もってその旨を所属部局

の奨学金担当係に連絡してください。 



別紙 

 

 

 

成績評価係数 計算方法 

下記の計算式により小数点第二位まで算出（小数点第三位を四捨五入）した数字を成

績証明書(写)に記入して下さい。 

 

〔成績評価係数の算出方法〕（小数点第三位を四捨五入） 

 成 績 評 価 

４段階評価（パターン 1）  優 良 可 不可 

４段階評価（パターン 2）  Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

４段階評価（パターン 3）  100～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

５段階評価（パターン 4） 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

５段階評価（パターン 5） Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

５段階評価（パターン 6） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

成績評価ポイント ３ ３ ２ １ ０ 

 

〔計算式〕 

（「評価ポイント３の単位数」×３）+（「評価ポイント２の単位数」×２） 

 +（「評価ポイント１の単位数」×１）+（「評価ポイント０の単位数」×０）  

総登録単位数 

 

※合格の評価は加算しない。（係数値算出から除外） 
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